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成績 とその問題点について

大阪市立大学医学部泌尿器科学教室(主 任=岸 本武利教授)

安本 亮 二,阪 倉 民 浩,山 本 啓介,杉 本 俊 門

和 田 誠 次,岸 本 武 利

TREATMENT OF STAGHORN CALCULI BY 

   EXTRACORPOREAL SHOCK WAVE 

    LITHOTRIPSY MONOTHERAPY

Ryoji Yasumoto, Tamihiro Sakakura, Keisuke Yamamoto,

Toshikado  Sugimoto.  Seiii Wada and Taketoshi Kishimoto

From the Department of Urology, Osaka City University Medical School

   We evaluated retrospectively 107 patients with staghorn calculi who underwent extracorporeal 
shock wave lithotripsy (ESWL) monotherapy from 1985 to 1990. The 107 patients consisted of 65 
complete staghorn calculi and 55 partial staghorn calculi. Staghorn calculi required an average 
of 4.3 treatment sessions. Using a Dornier  HM3 lithotriptor, the stone-free rate was 33% in patients 
with complete staghorn calculi, and 35% in patients with partial calculi. For stone evacuation 
following ESWL procedure, ureteral stenting, nephrostomy and transurethral lithotripsy were neces-
sary. Four of the 21 patients who underwent ESWL monotherapy and were available for long-term 
followup showed stone growth, while all of the 10 patients who underwent open surgery during the 

previous 5 years became stone free. The average period of hospitalization and cost were 38.3 
days and 700,000 yen in patients who had received open surgery, and 25.8 and 1,720,000 yen in 

patients receiving ESWL monotherapy. In conclusion, ESWL monotherapy is useful, and if patients 
require complete removal of all stone fragments, a percutaneous lithotripsy should be performed 
following ESWL monotherapy. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 39: 1093-1095, 1993) 
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緒 言

珊瑚状腎結石の治療 として,1960年 後半には腎切石

術,腎 部分切石術,拡 大腎孟切石術な どの外科手術法

が主 として行われ て きた が,1980年 前半 にPNLや

TULな どのendourologyに よる 治療が,さ らに

1984年 以降ESWLに よる治療 が行われ るよ うにな っ

てきた1・2).今回,当 教室でのサ ンゴ状腎結石 の治療

経験,特 にESWLmonotherapyの 成績 と手術療法

との医療費 などの比較について報告す る.

対 象 並 び に方 法

1985年 よ り1990年 の間 に経験 した 珊瑚状腎結石は

107例,120腎 で,男52例,女55例,平 均年齢50.2歳 で

あ った.こ の うち,完 全珊瑚状結石は65腎,部 分珊瑚

状結石 は55腎 であ った.な お,医 療費面な どの比較検

討のためにESWL導 入前に手術を行 った症例を対照

とした.

結 果

1珊 瑚状腎結石に対す るESWLmonotherapyの

治療成績

珊瑚状腎結石107例 に対 し4mm未 満の結石サ イズ

まで しえた治療成功例 は73例(68%),不 成功例は34

例(37%)で あ った.こ の うち,完 全結石除去症例は

36例(34%)で,完 全珊瑚や部分珊瑚な ど結石の大 き

さに よる治療成績の 違 いは見 られ な か っ た(Table

1).さ らに,治 療成績 をcalciumphosphate
,calci一
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Tablel.
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ResultsofESWLmonotherapyfor

staghornstone

Typeofstaghornca且culus(No.ofPts)

complete(55) partia且(52)

Nostone

Smal置frag.1〕

Notcrushed

33%

22%

45%

35%

37%

28%

D:lessthan4mm.indiameter

Table2.Compar玉soninclinicalresuItsof

auxMaryproceduresassociatedwith

ESWLmonotherapyinpatientswith

completestaghorncalculus

Auxiliarypro㏄durees

Results

藷鱒 難 帥。翫 血
Nostonc

Stoncresidua1

14/10

2/9

i/20

2/9

Statistics p<0.05 ns

Table3.Comparisoninkidneyfunction,cost

andIengthindaysofstaybetween

operationgroupandESWLmono・

therapygroup

症例(40%),部 分珊瑚状結石 の場合17例(33%)と

大 きな違いはなかった.さ らに,そ の有用性を完全珊

瑚状結石症例につ いて検討 してみる と,腎 痩,TUL,

尿管ステ ソ トな どの補助治療 が完全 に結石を取 り除 く

に は必要であ った(Table2).

3.腎 機能の変 化および医療費につ いて

Table3に 示 す よ うに,完 全珊瑚状結石症例での

治療法別治療成績は,手 術治療群 では完全に結石 が除

去 しえたのに対 し,ESWL群 では32例 中21例466%

であ った.ま た,完 全に結石 が除去 され るまでの期間

は,手 術治療群 では1日 であ ったが,ESWL群 では平

均18ヵ 月かか っていた.ま た,治 療に必要な入院期間

は手術治療群 では平均38,3日,ESWL群 では平均4・3

回のESWLを 行い,25.8日 であった.こ のため,結

石治療にかかわ る総治療費に平均入院保険点数にて評

価す る と手術治療群 では70,000か ら100,000点(70か

ら100万円),EWSL群 では172,000点(172万 円)で

あった.一 方,腎 機能について見 ると,1年 以上経過

観察 しえた症例 で血清Cr値 がi.5mg/d1以 上 を示

した症例は手術治療群で9例 中1例,ESWL群 で16

例 中2例 と両群 間に差は見 られ なか った.

o瀦 鋸・騰 欝

考 察

No,ofPts

Scx(malc/female)

Agc(mean;range)

Treatmentscssion

No.ofstonefrce(%)

嚢0

4/6

52;44-60

1

10(100%)

No.ofPtswhohadmorcthans-Cr1.5mg/d1

DaySuntilstonef㌃ce

1/9

1day

Daysofhostitalization38.3

Cost(¥)700,000-100,000

32

17/15

49;20-70

4,3

21(66%)

2/16

18months
(4-34)

25.8

1,720,000

umoxalate,magnesiumammoniumphosphate,

cystine,uricacidな ど結 石 主 成 分 別 に 分 け 調 べ てみ

る と,そ れ ぞ れ34,29,38,60,75%で あ った 。 ま

た,完 全 結石 除 去 した21症 例 で の 長 期経 過 観 察 で は,

4例(19%)に 結 石 の 増大 が 観 察 され た が,再 発 は な

か った.

2.結 石 除去 を 目的 に 行 わ れ た補 助 療 法 に つ い て

120腎 結 石 に 対 し32,5%に 腎 痩,TUL,尿 管 ス テ ソ

トな どの補 助 治 療 が 行わ れ た.結 石 の大 き さの違 い に

よる施 行 頻 度 に つ い ては,完 全珊 瑚 状 腎結 石 の場 合22

腎結石に対する治療はESWLが 主 として行われ て

いる.そ の うち 珊瑚状 腎結石 の成績 は 文献 に よる と

ESWLmonotherapy後3ヵ 月 目に は35.0か ら55

%3-5),1年 目には55.3,6LO%3・4)に 完全に結石除虫

が見 られ ると報告されてい る.こ と完全珊瑚状腎結石

に対 しては,monotherapyの みの臨床成績では これ

が限度 と思われ る.そ こで,PNLの 併用に よる治療

の検討 もな され,ESWLmonotherapyよ りそ の治

療成績 の向上が検討 され るようにな って きた6).し か

し,横 山7>はPNLに は優れた技術を もった施設 では

完全除去が行いえるが,実 際 の と ころ はPNLに 伴

う合併症 の頻度 も低 くな く,腎 機能障害 も大 きくなる

と述べてい る.こ の よ うに,ESWLmonotherapy

と他の治療法 との右用性については今後prospective

studyを 行い結論をつける必要 があろ う.

さて,ESWLmonotherapyの 適応 につ い て は,

横山7)や 東 ら8)は 腎孟腎杯 の拡張を伴わない薄型の珊

瑚状腎結石が,小 野 ら5)は結石 の大 きさが20cm3以

下,腎 孟腎杯の容量30cm3以 下,シ スチ ン結石以外

の珊瑚状結石が対象 と述ぺている.自 験 例 もその よう

な面で の検討は行わなか ったが,シ スチ ン結石を も含

めESWLmonotherapyで68%の 治療成績をあげる

ことが可能であった.そ の ような揚 合で も,閉 寒性尿
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路通過 障害に対 しTUL,尿 管 ステン トの ような補助

治療 の併用は必要 と思われた.

現在,現 行の保険制度内で珊瑚状腎結石を良好な治

療成績で,短 期間に,し か もその患 者の社会的 ・経済

的面をも考慮 して行お う とすれ ば,monotherapyに

PNLな どの 併用 した治療体系が望 ま しいと考'え ら

れる.し か しながら,医 療を受ける患老の立場 を考 え

たよ り良い治療法を見いだ して行かなければな らない

時代に入 りつつ ある.そ れには,治 療不成功の症例の

背景を 十分解析 し,EWSLを 中心 とした理想的な治

療体系 の確立をはか るとともに,学 会 として珊瑚状腎

結石に対す る新規の保険点数な どを考慮 して もらうよ

うに働き か け るべ き であ ると考 えている.

本論文の要 旨は第41回 日本泌尿器科学会 中部総会(1992,

11,名 古屋)に て発表 した.
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